
        北大陸上競技部 概略史（全国大会入賞等） 

１８７６（明治 ９年） 札幌農学校開学 

１８７８（明治１１年） 第１回遊戯会 日本学生陸上発祥 １０種目実施 

校舎前（北１条西５丁目付近） 日本学生陸上発祥の地 

１９０７（明治４０年） 第２５回遊戯会が旧グラウンド（約２８０Ｍ）で実施。 

１９１７（大正 ６年） 第３回極東選手権競技大会で鷲山氏が五種競技で優勝。 

１９２０（大正 ９年） 第３７回遊戯会からはさらに近代化。セパレートコースの採用。 

１９２３（大正１２年） 第４０回遊戯会（最終）遊戯会４６年の歴史に幕を下ろす。 

 文武会陸上競技部の発会式が挙行。陸上競技部創部、初代部長に松村松年が就任。            

１９２４（大正１３年） 第１回北大対東北大定期戦が開催。 

１９２８（昭和 ３年） 第３回インターハイで予科はフィールド優勝。総合準優勝。 

１９２９（昭和 ４年） 第４回インターハイで奥田正治が１５００ｍと５０００ｍ優勝 

１９３０（昭和 ５年） 第３回日本ＩＣで小室秀一郎が走高跳６位入賞。 

            第５回インターハイで奥田正治が１５００ｍで２連覇。 

１９３１（昭和 ６年） 第１８回日本選手権で村井延雄が棒高跳で３位（３ｍ７０） 

１９３２（昭和 ７年） 第７回インターハイで総合準優勝。 

１９３３（昭和 ８年） 「北海道帝國大學文武會陸上競技部々報」第１号が出版。 

１９３４（昭和 ９年） 第２代部長に高松正信が就任。 

１９３７（昭和１２年） 第１３回インターハイ４００ｍＲで優勝。 

１９３９（昭和１４年） 第１４回インターハイで小出正樹が５０００ｍ、秋間哲夫が走高跳、三段跳で

優勝。日満華三国交歓陸上競技大会の大連大会・奉天大会で秋間

は走高跳で優勝。１ｍ９７。日本選手権は２位。 

１９４０（昭和１５年） 秋間はアジア東京大会で走高跳１ｍ９８で優勝。 

第１５回インターハイでは秋間は走高跳、走幅跳で優勝、鈴村恭二

が８００ｍで優勝、総合３位。 

１９４４（昭和１９年） 第３代部長に高岡道夫が就任。 

１９４７（昭和２２年） 第１９回インターハイで森谷功が４種目で２位、佐藤幸雄が８００ｍで優勝し、

フィールド優勝を含めて初の総合優勝。 

１９４８（昭和２３年） 第１７回日本ＩＣで佐藤幸雄が８００ｍで６位入賞。 

            最後のインターハイ（第２０回）で佐藤幸雄が８００ｍ２連覇。 

１９４９（昭和２４年） 第１回北海道学生陸上競技対校選手権大会で総合優勝。 

            第３３回日本選手権８００ｍで佐藤幸雄が１分５８秒４で３位。 

            第１回日本学生対ＯＢ戦８００ｍに優勝。 

１９５０（昭和２５年） 第１９回日本ＩＣで佐藤幸雄が４００ｍ４位。８００ｍ５位。安井友博ハンマー投

６位入賞。 

            第５回国体で安井がハンマー投で４位。佐藤が８００ｍ５位。 



            七大学対校陸上競技大会の第１戦で北大は２位となった。 

１９５１（昭和２６年） 第２０回日本ＩＣで成島喜美子が２００ｍで５位入賞。 

１９５２（昭和２７年） 「北海道大学陸上競技部々報」第２号出版。 

            第４代部長に村井延雄が就任。 

            復活第１回北大・東北大対校陸上競技大会開催、北大が大勝。 

            第３回七大戦を札幌で開催、北大が優勝。 

１９５３（昭和２８年） 第８回国体で成島喜美子が１００ｍで６位入賞。 

            昭和２７・２８年度部報「羊蹄」を発行。 

１９５５（昭和３０年） 羊蹄会発足、羊蹄会総会で澤潤一が会長に推挙される。 

１９６２（昭和３７年） 第１７回国体で斉藤忠志が１００ｍで５位入賞。 

１９６４（昭和３９年） 第３３回日本ＩＣで斉藤忠志が１００ｍで４位。 

            三浦亮三郎がハンマー投で超５０Ｍ級選手となった。 

１９６８（昭和４３年） 第１９回七大戦で斉藤和敏が槍投で７０ｍ５２の北海道記録。 

１９７０（昭和４５年） 第１回全日本大学駅伝対校選手権大会に出場。その後連続出場。 

１９７１（昭和４６年） 元旦競歩２０ｋｍで八重樫悟が入賞。 

            第５代部長に藤田嘉夫が就任。 

１９７２（昭和４７年） 競歩の日本選手権５０ｋｍで八重樫悟が６位に入賞。 

１９７３（昭和４８年） 第４２回日本ＩＣで走幅跳に高瀬信一が７ｍ２２で５位入賞。 

１９７４（昭和４９年） 第４３回日本ＩＣで走幅跳に高瀬信一が７ｍ５１で２位入賞。 

１９７９（昭和５４年） 羊蹄会会長に村井延雄が就任。 

１９８１（昭和５６年） 第６代部長に関口恭毅が就任。 

１９８３（昭和５８年） 羊蹄会会長に森田栄哉が就任。 

１９８９（平成 元年） 第３９回七大戦女子がオープン対抗戦に優勝。 

１９９０（平成 ２年） 北大陸上競技部史発刊（佐藤幸雄氏） 

１９９３（平成 ５年） 羊蹄会会長に佐藤幸雄が就任。七大戦男子２位 女子は３連覇 

１９９５（平成 ７年） 第４６回七大戦は男子優勝・女子５連覇 道ＩＣも優勝 

１９９７（平成 ９年） 羊蹄会会長に紺野哲朗が就任。 

９年ぶりに第２９回全日本大学駅伝出場 

２００４（平成１６年） 羊蹄会会長に中嶋義明が就任。 

２００５（平成１７年） ６月２５日佐藤幸雄氏ご逝去 

２００６（平成１８年） 第７代部長に安居院高志が就任。 

            生命の争闘（いのちのいくさ）佐藤幸雄追悼集発行 

２０１１（平成２３年） １４年ぶりに第４３回全日本駅伝大会出場。 

２０１２（平成２４年） 羊蹄会会長に関口恭毅が就任。 

２０１７（平成２９年） 羊蹄会会長に齊藤和敏が就任。 

            ２０年ぶりに道大学駅伝優勝、第４９回全日本駅伝出場。 



２０１９（平成３１年） 第８代部長に阿部匡樹が就任 

 


